








要  約:哺乳類中枢神経系のうち、脳幹運動神軽経である顔面神経軸索の切断・縫合後の

軸索再生過程と中枢シナプスの可塑的変化について電気生理学的・形態学的に検討した。

ネコ顔面神経を切断・縫合すると、従来考えられていたよりもずっと短時間で(約 11 日)

切断軸索の機能的再生が起こることが明らかになった。さらに機能的再生の進行と共に、

脳幹内での感覚反射神経回路(三叉神経-顔面神経反射回路)に可塑的変化が起こることも

明らかになった。このような可塑的変化は軸索切断放置例では起こらないので、神経の機

能的再生と開連した現象であると推測される。


